
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

建
造
物
研
究
室
　
遺
跡
、
庭
園

昭
和
三
十
二
年
度
庭
園
遣
跡
調
査
概
要

こ
れ
ま
で
の
庭
園
の
図
面
は
、
テ
≒
フ
使
用
の
平
板
測
量
に
見
取
図
を
加
味
し
　
　
（
天
理
市
史
Ｅ
頁
参
照
）

た
程
度
の
も
の
し
か
作
ら
牡
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
庭
園
文
化
史
を

研
究
す
る
上
に
、
そ
の
精
密
な
実
測
図
は
種
々
の
面
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資

料
で
あ
る
。
そ
牡
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
平
面
図
に
海
抜
標
高
と
等
高
線
を
入
れ

る
精
密
測
量
を
お
こ
な
・
？
」
と
に
し
た
。
こ
う
し
た
測
量
作
業
に
よ
っ
て
、
庭
園

お
よ
び
そ
の
遺
跡
の
現
状
を
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
と
な
り
、
造
園
当
時
、
自
然

地
形
が
如
何
に
利
用
さ
牡
、
改
変
さ
牡
た
か
と
い
う
点
を
推
測
し
、
造
園
技
術
を

考
究
す
る
手
懸
り
を
見
出
そ
う
と
す
る
新
な
試
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意

図
の
も
と
に
、
昭
和
2
8
年
か
ら
修
学
院
離
宮
の
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
2
9
年
学
報

第
二
冊
と
し
て
土
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
」
を
出
版
し
た
。
そ
の
後
は
、
南

都
大
乗
院
庭
園
を
中
心
と
す
る
巾
世
庭
園
文
化
史
の
研
究
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
と

関
連
し
た
諸
庭
園
遺
跡
の
洲
量
調
査
を
実
施
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
一
　
竜
王
山
城
跡

　
室
町
時
代
末
期
天
文
年
問
卜
市
遠
忠
氏
の
拠
っ
だ
竜
王
山
城
南
城
（
海
拉
?
５
８
５
.
　
７

ヨ
）
か
ら
、
北
城
（
海
位
５
２
１
.
7
m
）
に
か
げ
て
、
山
岳
地
帯
約
２
平
方
粁
の
地
形
測

量
を
行
た
っ
た
。
口
入
ゾ
（
及
び
レ
ベ
ル
等
の
測
量
器
を
使
用
し
、
縮
尺
五
百
分

の
Ｉ
（
製
版
川
Ｔ
分
の
づ
に
、
５
ｍ
毎
の
等
高
線
を
入
れ
た
地
形
図
を
製
作
し
た
。

　
　
　
　
　
二
　
永
　
久
　
寺
　
跡

　
天
理
市
柚
之
内
に
あ
る
内
山
永
久
寺
跡
一
帯
を
、
測
距
プ
リ
ダ
ー
ド
使
用
、
平

板
及
び
レ
ベ
ル
併
用
の
地
形
測
量
を
行
な
っ
た
。
縮
尺
三
百
分
の
Ｉ
、
等
高
線
は

5
0
m
毎
に
入
れ
た
地
形
図
を
作
っ
た
。
（
天
理
市
史
～
頁
参
照
）

　
こ
の
寺
は
藤
原
時
代
永
久
年
間
に
禅
定
院
（
後
の
大
乗
院
）
の
権
少
僧
都
頼
実

が
創
始
し
た
も
の
で
、
主
要
建
築
と
し
て
は
、
本
堂
、
真
言
堂
、
観
音
堂
、
多
宝

塔
、
大
喜
院
（
大
坊
）
等
が
あ
０
、
大
乗
院
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
現
在
そ
れ
ら
の

建
物
は
二
宇
も
残
ら
ず
、
唯
一
棟
、
本
堂
の
後
方
に
建
っ
て
い
た
鎮
守
三
所
明
神

社
の
拝
殿
（
鎌
倉
期
）
が
、
近
く
の
石
上
神
宮
摂
社
拝
殿
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
し
か
し
本
堂
の
位
置
周
辺
の
地
形
は
よ
く
残
っ
て
お
り
、
数
多
い
僧
坊
敷

地
の
土
留
石
垣
や
通
路
や
水
路
な
ど
、
そ
の
ま
ま
に
田
畑
の
境
界
や
畦
畔
に
添
っ

て
悦
っ
で
い
る
。
叉
西
向
の
本
堂
の
前
面
少
し
下
っ
た
所
、
大
坊
の
南
側
に
、
現

在
言
漑
用
水
に
使
用
さ
れ
て
い
る
大
き
な
池
か
お
る
。
こ
の
中
島
の
池
辺
に
は
信

尭
房
と
い
う
犬
が
立
て
た
庭
石
か
お
る
。
詳
細
は
内
山
之
記
、
内
山
之
事
な
ど
の

古
記
録
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
指
図
と
照
合
す
れ
ば
昔
の
姿
が
判
る
。
（
学
報
中

匹
庭
園
文
化
史
参
照
）
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三
　
法
　
金
　
剛
　
院
　
跡

　
大
乗
院
庭
園
が
、
膝
原
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
比
較
検
討
す
る

目
的
で
、
法
金
剛
院
遺
跡
の
地
形
調
査
を
行
な
っ
た
。
区
域
は
寺
地
は
勿
論
の
こ

と
、
山
陰
線
花
園
駅
と
線
路
を
距
て
た
そ
の
南
側
の
田
畑
や
墓
地
や
宅
地
を
も
含

め
、
縮
尺
二
ｙ
口
分
の
Ｉ
、
海
抜
標
高
と
、
5
0
m
毎
の
等
高
線
を
入
れ
た
地
形
図
を

作
っ
た
。

　
　
　
　
　
四
　
京
都
御
所
の
建
築
と
庭
園

　
京
都
御
所
離
宮
の
研
究
の
一
環
と
し
て
京
都
御
所
内
の
主
要
建
築
の
配
置
と
。
、

庭
園
の
地
形
地
物
の
実
測
を
行
な
い
、
縮
尺
二
百
分
の
Ｉ
、
海
抜
標
高
と
等
高
線

5
0
m
毎
を
記
入
し
た
図
を
作
っ
た
。

　
数
年
来
近
世
禁
悒
仰
庭
指
図
の
整
理
に
よ
っ
て
、
慶
長
波
、
寛
永
度
の
庭
園
の

姿
が
分
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
高
槻
市
史
料
（
藤
直
幹
博
士
示
教
）
に
よ
っ
て

承
応
度
築
庭
事
情
と
、
そ
の
作
者
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
あ
る
。
叉
慶
長
度
か
ら

寛
永
波
、
承
応
変
、
寛
文
度
と
、
池
庭
、
遺
水
庭
と
交
互
に
か
お
り
、
延
宝
度
に

な
っ
て
、
今
口
の
に
近
い
形
態
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
昭
和
3
3
年
1
0
月
の
造

園
学
会
に
、
協
力
者
京
大
村
岡
正
対
と
連
名
で
報
告
し
た
）

　
　
　
　
　
五
　
木
泉
寺
、
朝
倉
館
庭
園
跡

　
大
乗
院
庭
園
が
、
藤
原
時
代
か
ら
の
も
の
の
改
造
で
あ
る
か
、
室
町
時
代
新
設

か
を
判
定
す
る
決
め
千
は
、
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
、
こ
牡
こ
そ
地
形
も
石
組
も
室

町
時
代
庭
園
の
本
当
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
を
っ
き
と
め
、
そ
れ
ら
を
詳
細
に

比
較
す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
た
。
京
都
市
内
外
に
多
い
伝
室
町
時
代
作
品
の
多

　
　
　
　
　
　
昭
和
。
。
。
卜
こ
年
度
・
庭
園
遺
跡
‐
淵
査
微
叫

く
は
、
長
年
月
の
間
に
手
が
入
り
す
ぎ
て
い
て
、
信
用
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
っ
て
ま
い
。
そ
こ
で
敢
て
越
前
に
残
る
文
明
七
年
蓮
如
上
人
造
営
の
確

証
あ
る
金
沢
市
二
俣
本
泉
寺
、
福
井
市
東
郊
外
足
羽
村
ご
果
谷
朝
介
館
の
湯
殿
庭

園
跡
、
諏
訪
館
庭
園
跡
、
南
陽
寺
庭
園
跡
等
の
地
形
測
量
を
行
な
っ
た
。
そ
し

て
縮
尺
は
何
れ
も
百
分
の
Ｉ
、
等
高
線
は
5
0
m
毎
に
入
れ
た
図
が
出
来
上
っ
た
。

（
学
報
中
世
庭
園
文
化
史
参
照
）

　
　
　
　
六
　
妙
心
寺
退
放
院
庭
園

　
妙
心
寺
退
蔵
院
と
霊
雲
院
と
に
京
都
市
内
に
残
る
室
町
時
代
末
期
庭
園
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
建
物
と
庭
園
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
点

が
あ
る
の
で
、
詳
細
に
調
査
し
て
見
た
。
実
測
図
は
縮
尺
五
十
分
の
Ｉ
、
等
高
線

は
2
0

　
こ

こ　cm

毎
に
入
れ
た
。

の
庭
園
に
見
ら
れ
る
枯
山
水
様
式
は
、
仝
く
の
平
坦
地
で
な
く
、
そ
こ
に

は
地
形
の
凸
凹
が
加
味
さ
れ
て
い
る
点
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
と
は
違
う
。

　
　
　
　
　
七
　
慈
照
寺
（
東
山
殿
跡
）
の
建
築
と
庭
園

　
室
町
時
代
中
期
（
東
山
時
代
）
を
代
表
す
る
東
山
殿
（
現
慈
照
寺
）
と
大
乗
院

と
を
比
較
す
る
た
め
に
詳
細
に
実
測
を
行
な
い
、
建
築
配
置
を
入
れ
、
縮
尺
百
分

の
Ｉ
、
海
抜
標
高
と
、
5
0
m
毎
の
等
高
線
を
入
れ
た
実
測
図
を
作
製
し
た
。

　
そ
の
結
果
東
求
堂
と
観
音
殿
（
銀
閣
）
は
、
東
西
2
8
m
（
9
2
尺
５
寸
）
、
南
北

3
0
m
（
9
8
尺
５
寸
）
の
距
離
に
お
っ
た
こ
と
、
池
は
観
音
殿
（
銀
閣
）
の
南
方
3
0

m
の
山
麓
に
ま
で
拡
っ
て
い
た
こ
と
、
山
腹
の
枯
山
水
は
露
出
し
た
岩
盤
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
下
方
の
湧
泉
の
附
近
の
石
組
も
其
後
か
な
り
い
ぢ
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
分
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
　
　
　
羅
）
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